
「
西
国
立
志
編
」

小
考

|
|
立
身
出
世
の
内
実
l

l

明
治
維
新
後
の
一
時
期
は
、
あ
る
意
味
で
は
一
種
の
可
能
性
の
時

代
で
あ
っ
た
。
四
民
平
等
の
名
の
も
と
、
才
あ
る
も
の
、
学
あ
る
も

の
が
勝
ち
、
な
き
者
は
敗
れ
て
ゆ
く
。
ま
さ
に
自
由
と
解
放
の
時
代

で
あ
っ
た
。
有
識
者
、
有
能
者
は
新
政
府
に
招
聴
さ
れ
、
時
を
得
て

自
在
に
腕
を
ふ
る
い
、
高
官
と
な
り
、
逆
に
才
な
き
は
ふ
り
捨
て
ら

れ
て
ゆ
く
。
新
し
き
国
家
は
ひ
と
し
き
り
人
を
求
め
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
二
つ
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
一
つ
は
、
自

由
と
解
放
の
時
代
、
今
一
つ
は
、
志
の
時
代
と
言
っ
て
よ
い
。
「
乃

公
出
で
ず
ん
ば
」
と
い
っ
た
意
識
の
横
行
、
遅
れ
て
出
発
し
た
日
本

に
、
阿
片
戦
争
な
ど
で
見
た
中
国
の
二
の
舞
を
さ
せ
た
く
な
い
と
い

う
危
機
感
、
そ
の
中
、
早
急
に
西
欧
化
近
代
化
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。

そ
こ
に
は
、
一
種
の
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
。
の
ち
、
夏
目
激
石
が
「
明
治
の
精
神
」
(
大
3
・

4
1
8

槙

キ本

j晃

「
こ
こ
ろ
」
)
を
記
し
た
と
き
、
そ
う
い
っ
た
運
命
共
同
体
の
よ
う

な
も
の
が
、
こ
の
秀
れ
た
知
識
人
の
内
部
に
脈
々
と
流
れ
て
い
た
。

「
普
請
中
」
(
明
日
・

6
)
を
記
す
森
鴎
外
の
意
識
も
同
様
で
あ
ろ

う
。
と
も
に
国
の
建
設
に
か
か
わ
っ
た
昂
揚
感
が
内
在
す
る
。
そ
れ

ら
の
意
味
で
、
維
新
直
後
は
、
凄
じ
い
可
能
性
の
時
代
で
あ
っ
た
、

そ
し
て
そ
れ
は
、
ほ
ん
の
僅
か
の
期
間
で
、
す
ぐ
に
潮
の
ひ
く
よ
う

に
変
り
い
く
も
の
で
も
あ
っ
た
。

す
で
に
言
い
つ
く
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
解
放
の
意
識

を
支
え
、
い
や
む
し
ろ
積
極
的
に
人
々
を
導
い
て
い
っ
た
も
の
が
二

つ
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
当
代
き
つ
て
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
存
し
、

人
々
は
争
っ
て
読
み
、
自
ら
の
指
針
と
し
た
。
福
沢
諭
吉
「
学
問
の

す
、
め
」
(
明
5
・

2
1
9
・
1
)
、

s
・
ス
マ
イ
ル
ス
著
、
中
村
正

直
訳
の
「
西
国
立
志
編
」
(
明
3
-
m
1
4
・
7
)
で
あ
る
。

有
名
な
「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
」
で
始
ま
る
前
者
は
、
人

間
の
平
等
、
学
問
の
尊
重
、
国
家
の
平
等
、
一
身
の
独
立
、
形
式
道

徳
の
否
定
な
ど
を
説
い
て
、
ひ
と
し
き
り
清
別
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
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は
あ
く
ま
で
'
自
主
自
尊
を
重
視
、
そ
の
こ
と
は
個
人
だ
け
で
な
く
国

家
や
社
会
に
及
ん
だ
。
論
の
中
核
は
あ
く
ま
で
古
き
社
会
や
古
き
制

度
の
破
壊
、
新
し
き
社
会
の
建
設
に
あ
り
、
そ
れ
ら
す
べ
て
個
人
の

努
力
次
第
で
あ
る
と
声
高
に
主
張
し
た
、
恐
る
べ
き
解
放
、
破
壊
の

書
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
事
情
は
「
西
国
立
志
編
」
と
て
同
様
で
あ
っ

た
。
英
国
の
作
家
∞
ω自
己
巳

ω
ヨロ
2
の
「
ωσ
ロー
1
出
色
匂
」
の
訳
と

し
て
、
四
民
平
等
の
中
、
個
人
の
努
力
に
よ
っ
て
、
自
在
に
立
身
出

世
が
で
き
る
こ
と
を
、
西
洋
の
成
功
者
講
を
集
め
て
説
い
た
。
中
村

正
直
訳
の
こ
の
書
に
示
さ
れ
た
様
々
な
る
出
世
の
様
態
は
、
か
つ
て

の
階
級
社
会
壊
し
、
新
し
い
可
能
性
と
夢
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、

明
る
い
展
望
を
人
々
に
与
え
た
。
個
人
の
努
力
、
充
実
が
そ
の
ま
ま

国
家
の
充
足
に
連
な
る
も
の
と
し
て
、
人
々
は
実
に
明
断
に
己
れ
の

未
来
の
姿
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
っ
た
。

し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
明
る
さ
が
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
、

一
つ
の
落
し
穴
を
も
た
ら
し
て
も
い
た
。
諭
吉
の
文
は
す
ぐ
に
次
の

よ
う
に
も
続
け
て
い
る
。
「
さ
れ
ば
、
前
に
も
云
ふ
通
り
人
は
生
れ

な
が
ら
に
し
て
貴
賎
貧
苦
の
別
な
し
、
唯
、
学
問
を
勤
め
て
物
事
を

よ
く
知
る
者
は
貴
人
と
な
り
、
富
人
と
な
り
、
無
学
な
る
者
は
貧
人

と
な
り
下
人
と
な
る
な
り
。
」
。
こ
こ
に
は
、
階
級
差
別
そ
の
も
の
に

対
す
る
否
定
は
な
い
。
天
賦
な
る
身
分
差
と
い
う
旧
階
級
の
破
壊
は

行
な
う
、
し
か
し
、
す
ぐ
に
新
た
な
階
級
の
存
立
を
認
め
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
確
実
に
再
生
産
さ
れ
る
権
力
の
構
造
が
あ
っ

た
。
差
別
壊
し
に
よ
る
差
別
作
り
で
あ
る
。
再
生
産
さ
れ
る
差
別
を

ど
う
考
え
る
か
、
こ
れ
は
た
だ
に
、
諭
吉
の
問
題
だ
け
に
か
か
わ
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
西
国
立
志
編
」
の
場
合
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
個
々
の
充
足
が
国

家
の
充
足
に
と
い
っ
た
大
前
提
は
、
結
果
と
し
て
、
そ
の
方
向
へ
の

価
値
の
問
題
に
転
移
す
る
。
冒
頭
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

み
ず
か

「
天
ハ
自
ラ
助
ク
ル
モ
ノ
ヲ
助
ク
ト
一
五
へ
ル
諺
ハ
、
確
然
(
シ
カ

ト
)
経
験
(
タ
メ
シ
コ
コ
ロ
ミ
)
シ
タ
ル
格
言
ナ
リ
、
僅
ニ
一
句
ノ

中
ニ
、
歴
ク
人
事
成
敗
ノ
実
験
(
タ
メ
シ
)
ヲ
包
蔵
(
コ
メ
テ
ア
ル
)

セ
リ
、
自
ラ
助
ク
ト
云
フ
事
ハ
、
能
ク
自
主
自
立
シ
テ
、
他
人
ノ
力

に
侍
ザ
ル
事
ナ
リ
、
自
ラ
助
ク
ル
ノ
精
神
(
タ
マ
シ
ヒ
)
ハ
、
凡
ソ

人
タ
ル
モ
ノ
、
才
智
ノ
由
テ
生
ズ
ル
ト
コ
ロ
ノ
根
原
ナ
リ
、
推
テ
コ

レ
ヲ
言
へ
パ
、
自
ラ
助
ク
ル
、
人
民
多
ケ
レ
パ
、
ソ
ノ
邦
国
、
必
ズ

元
気
充
実
シ
、
精
神
強
盛
ナ
ル
事
ナ
リ
、
」
(
注
、
左
ル
ビ
を
(
)

に
入
れ
た
。
以
下
同
)

つ
ま
り
、
そ
こ
で
大
切
な
の
は
各
個
の
解
放
と
努
力
で
あ
っ
た
、

国
家
の
強
盛
は
結
果
と
し
て
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
い
つ
か
、
各
個
が

身
を
慎
み
、
勤
勉
、
努
力
す
れ
ば
、
国
や
社
会
の
充
実
に
な
り
国
家

強
成
の
原
動
力
と
な
る
と
い
っ
た
論
に
移
行
す
る
。
個
の
解
放
充
実

の
は
ず
が
、
国
家
や
社
会
中
心
の
発
想
に
変
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
、
個
の
修
身
、
克
己
が
最
大
の
価
値
と
な
る
。
修
身
斉

家
治
国
平
天
下
を
と
な
え
る
旧
倫
理
と
重
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
本
質
的
な
意
味
で
の
人
間
解
放
や
人
間
改
革
で
は
な
い
。

い
つ
か
国
家
と
い
う
枠
内
に
は
ま
っ
た
論
理
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
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古
き
体
制
壊
し
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
結
果
と
し
て
の
古
き
体
制

擁
護
へ
一
直
線
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
ど
こ
か
に
一
つ
の
屈

折
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
内
実
を
も
つ
が
故
も
あ
っ
て

か
、
こ
れ
ら
は
実
に
ス
ム
ー
ズ
に
、
明
治
新
体
制
の
中
に
入
り
込
ん

で
い
っ
た
。
二
つ
の
解
放
の
書
、
破
壊
の
書
は
、
ま
た
、
新
権
力
構

造
の
構
成
と
維
持
の
理
念
の
書
に
も
な
り
う
る
し
、
な
り
え
た
と
こ

ろ
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
目
的
は
、
そ
れ
ら
の
指
摘
に
あ
る
の
で
は
な

い
。
右
に
見
た
よ
う
な
解
釈
の
変
容
だ
け
で
な
く
、
実
は
、
「
西
国

立
志
編
」
自
身
の
内
実
に
、
そ
う
い
っ
た
一
つ
の
方
向
が
内
包
さ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
正
直
自
身
が
そ
れ
を
意
識
し
て
い
た
か
ど

う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
訳
者
正
直
の
初
期
な
る
発
想
の
中
に
そ
れ

ら
が
あ
り
、
「
西
国
立
志
編
」
の
中
に
巧
み
に
織
り
込
ま
れ
て
い
た

気
配
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
内
実
に
つ
い
て
、
少
し
追
っ
て
み
た

い
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
西
国
立
志
編
」
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
中
村
正
直
が
英
国
留
学

か
ら
帰
る
と
き
、
友
人
の
フ
リ
l
ラ
ン
ド
か
ら
、

s
・
ス
マ
イ
ル
ス

の
「
自
助
論
」

(ωσ
ロ
ー
ロ
巾
ザ
)
を
贈
ら
れ
、
帰
途
そ
れ
を
読
み
感

動
、
帰
国
後
、
翻
訳
、
刊
行
し
た
も
の
で
、
た
ち
ま
ち
、
大
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
り
、
明
治
大
正
を
席
巻
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
の
ち
、
大
正
五
年
一
月
、
古
城
栗
原
元
吉
訳
、
『
新

訳
西
国
立
志
編
一
名
自
助
論
講
話
』
(
東
亜
堂
書
房
)
な
る
書
が
出

版
さ
れ
て
い
る
。
訳
者
栗
原
古
城
は
、
次
の
よ
う
に
「
序
」
す
る
。

原
書
「
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
」
は
一
八
五
九
年
の
刊
で
、
「
驚
く
べ
き

勢
」
で
世
界
各
国
に
普
及
、
一
九

O
八
年
ま
で
に
五
十
六
版
に
達
し
、

「
其
普
及
の
勢
」
は
今
後
と
も
衰
え
る
と
こ
ろ
が
な
い
、
各
国
に
翻

訳
書
が
出
て
い
る
が
、
日
本
で
も
「
故
中
村
正
直
先
生
」
が
「
西
国

立
志
編
」
と
し
て
訳
出
、
「
当
時
の
教
育
あ
る
階
級
の
人
士
で
、
苛

く
も
本
書
を
読
ま
ざ
る
も
の
無
く
、
市
し
て
読
ん
で
大
な
る
感
化
を

受
け
な
い
も
の
は
一
人
も
無
か
っ
た
、
」
と
。

し
か
し
、
今
般
、
そ
の
改
訳
を
期
し
て
、
古
城
は
次
の
二
点
を
言

う
。
一
つ
は
、
中
村
正
直
の
翻
訳
は
、
「
当
年
に
於
け
る
名
訳
」
で

ぷ
ん
て
い

あ
っ
た
が
、
「
日
本
の
文
体
は
当
時
か
ら
見
れ
ば
正
に
一
変
し
先
生

の
採
用
し
た
如
き
漢
文
調
は
今
日
多
数
青
年
の
読
む
を
難
し
と
す
る

所
で
あ
る
。
」
、
「
今
日
此
良
書
の
生
命
を
更
に
復
活
せ
ん
と
す
る
に

は
、
今
日
多
数
の
人
士
に
読
み
易
き
文
体
と
体
裁
と
を
備
ふ
る
こ
と

が
、
何
よ
り
の
急
務
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
今
一
つ
は
、
「
旧

西
国
立
志
編
に
略
し
で
あ
っ
た
個
所
を
も
悉
く
挿
入
し
て
、
其
全
篇

を
移
植
し
た
次
第
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
「
固
よ

り
完
訳
と
は
一
玄
へ
ぬ
が
、
此
良
書
の
効
果
を
更
に
十
分
な
ら
し
め
ん

が
為
め
に
は
、
訳
者
は
柳
か
努
力
を
払
っ
た
所
存
で
あ
る
。
」
と
自

賛
す
る
。
口
語
訳
に
し
て
完
訳
、
そ
れ
に
よ
り
、
こ
の
「
復
活
」
を

は
か
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
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か
く
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
の
『
新
訳
西
国
立
志
編
』
を
正
直
訳
と

を
比
べ
た
時
、
幾
つ
か
の
興
味
あ
る
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
。
そ
の

大
き
な
一
つ
が
、
先
に
見
た
権
力
構
造
接
近
の
内
在
の
問
題
で
あ
る
。

も
と
よ
り
「
ω巳
同
国
巳
匂
」
原
書
と
比
較
す
れ
ば
、
事
は
よ
り
精

確
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
、
明
治
と
い
う
嵐
の
時
代
が
終
わ
り
、
大
正

四
年
、
新
し
き
時
代
に
、
こ
の
書
の
「
復
活
」
を
志
し
た
栗
原
古
城

と
そ
の
訳
に
興
味
も
あ
る
。
両
書
を
対
比
し
、
そ
の
違
い
と
意
味
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ち
な
み
に
、
ス
マ
イ
ル
ス
の
原
書
は
一
八

五
九
年
初
版
が
発
行
さ
れ
、
一
九
六
六
年
改
訂
さ
れ
て
い
る
が
、
正

直
も
古
城
も
そ
の
改
訂
版
に
依
っ
て
い
る
。
以
下
、
古
城
の
言
及
し

た
問
題
に
よ
り
つ
つ
、
正
直
訳
と
古
城
訳
と
を
比
し
て
み
る
。

ま
ず
、
古
城
の
言
う
「
文
体
と
体
裁
」
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。
両
者
を
対
比
し
て
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
こ
と
は
、
古
城
の

自
賛
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
直
の
訳
書
の
方
の
見
事
な
工
夫
で
あ
る
。

幾
つ
か
あ
げ
ら
れ
る
。
違
い
と
し
て
ま
ず
、
第
一
に
取
り
上
げ
た
い

の
は
、
章
立
て
の
用
語
の
問
題
、
更
に
は
、
そ
の
手
法
に
つ
い
て
で

あ
る
。
試
み
に
、
全
十
三
に
分
か
れ
る
目
次
に
つ
い
て
比
べ
て
み
よ

う
。
次
頁
の
表
、
上
が
正
直
訳
、
下
が
古
城
訳
で
あ
る
。

正
直
は
「
十
三
編
」
、
古
城
は
「
十
三
章
」
に
分
け
て
い
る
が
、

そ
の
編
章
の
題
目
の
訳
し
方
に
、
す
で
に
両
者
の
姿
勢
の
違
い
が
あ

る
。
正
直
は
、
第
三
編
を
除
い
て
他
は
す
べ
て
「
論
ズ
」
と
し
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
全
体
を
通
し
て
の
、
西
欧
諸
科
学
、
諸
文
化
の
紹

介
、
啓
蒙
の
姿
勢
が
際
立
っ
て
い
る
。
対
し
て
、
古
城
訳
は
あ
く
ま

で
事
の
様
を
客
観
的
に
叙
そ
う
と
し
て
い
る
。
悪
く
言
え
ば
羅
列
的

で
あ
る
。
パ
ト
ス
と
ロ
ゴ
ス
の
対
比
と
言
お
う
か
、
正
直
訳
は
人
々

を
導
く
規
範
提
示
の
意
が
強
い
。

違
い
の
第
二
は
、
そ
の
本
文
の
記
述
手
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
原

書
に
お
け
る
各
章
の
内
容
は
、
小
見
出
し
な
し
の
書
き
流
し
で
あ
る

が
、
正
直
は
そ
れ
を
、
各
編
と
も
、
明
解
な
小
見
出
し
で
簡
潔
に
整

序
し
て
い
る
。
対
し
て
古
城
は
、
原
書
に
あ
る
よ
う
に
、
目
次
の
項

の
み
小
見
出
し
分
け
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
文
は
原
書
通
り
、
す
べ

て
書
き
流
し
て
あ
る
。
正
直
の
、
各
編
の
中
に
施
し
た
小
見
出
し
立

て
の
工
夫
は
見
事
で
、
そ
れ
が
、
こ
の
書
を
い
か
に
読
み
や
す
く
、

理
解
し
や
す
く
し
て
い
る
か
、
こ
の
訳
書
最
大
の
功
は
そ
こ
に
あ
る

と
言
っ
て
よ
い
。
ち
な
み
に
、
正
直
訳
の
第
一
編
内
の
小
見
出
し
と
、

古
城
の
第
一
章
の
目
次
に
記
さ
れ
た
小
見
出
し
の
一
部
を
例
示
し
て

み
よ
う
。
繰
り
返
し
て
言
う
が
、
正
直
は
こ
の
小
見
出
し
通
り
に
本

文
を
整
序
し
訳
し
て
い
る
。
古
城
は
、
目
次
に
の
み
こ
の
細
分
は
あ

る
も
、
本
文
は
す
べ
て
、
小
見
出
し
分
け
な
し
の
書
き
流
し
で
あ
る
。

す
べ
て
十
三
章
に
わ
た
っ
て
そ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
正
直
訳
の
各
小
見
出
し
に
つ
い
て
。

「
第
一
編
邦
国
及
ピ
人
民
ノ
自
ラ
助
ク
ル
事
ヲ
論
ズ

一
白
ラ
助
ク
ル
ノ
精
神

二
人
民
ハ
法
度
ノ
本

三
国
政
ハ
人
民
ノ
光
リ
ノ
返
照
ナ
リ

四
邦
国
ノ
盛
衰



十
三
十
二
十
一

十
九

Ji 
七

ムノ、
五

四
一
編

ズ
品
儀範

ズ
白
ズ
金
職事

岡1
貴爵

業
修
勉
助帯
作
ス
勤勉

機新器
ズ
邦国

行
ブ

銭当
毅

陶
ヲ
又

修
ヲ

ヲ
ノ

ヲ
ス
HP
事
シ

工
及

論ズ
日

ム
然
務

三日辺岡、
家

勉修
ル
チ
ヲ
テ

ノ
ヲ

ピ
中

典
Jレ

ノ
ム

ズ
ヲ

事ヲ
機会
論
心

伝
発

人
、
型

事
用

ノレ
創

ス
ズ
ヲ

明
民
村

HP 
ヲ

ヲ
ヒ
人

タ
lレ

論
ヲ

用
創造

ノ
チ

論
論

及
ヲ

ノレ
人

ズ
論

ヒ
自
正

真
ズ

ズ
ビ

ヨ面開ム
人

ヲ
ズ

'久恒
ス

フ

正
井

ソ
ズ

ヲ
論

、
/レ

助
直

ノ
一

ノ
論

ズ
井

人
ク

君
難易

妄
ズ

耐
ヲ

1レ
訳

子
用

コτZtt五Z
ア

論
事

ヲ
ヲ

ヲ
業

業
ズ

ヲ
論

論
論

ヲ
ヲ

論

十
三
十
二
十
一
九

九
Ji 

七
」F
¥4
 

五
四

章

口口
口

実
自

金
実

精力
勤

τZt三EZf
 

|
 助援
勤勉
ヂ
パ
三
工

自
|
性
|
例
|
己
|
銭
務家

勉
術界

ウ
リ
大
発
|
界業
|カ〉

真
模範

t其?i;.
の
其

と
と

科
と

と
ツ
ツ
陶

国
ら

の
易
修養
の

勇気
貴族

の
学
の
機会
忍
ド
シ
ヱ
家明
の
民
助
栗

紳
利

努
耐

と
く

士
と

用
力家
研究

、
と
先進
し
る
原

難困
と

<< 
製産
者
て
こ

濫
ツ

も
と
古

用
チ
者

個
ゲ

人
城

Yレ
と

、
し
訳

ウ
て

ヱ
も

、7



シ
1
ザ
リ
ス
ム
ノ
一
派
ト
自
助
ノ
説
ト
反
対
ナ
ル
事
ヲ
論
ズ

ダ
1
ガ
ン

大
亘
自
立
ノ
事
ヲ
論
ズ

(
中
略
)

二
十
四
勤
勉
ニ
非
レ
パ
百
事
ノ
工
妙
ニ
至
ル
能
ハ
ザ
ル
事

二
十
五
富
貴
ノ
人
マ
タ
自
動
ノ
カ
ヲ
要
ス

二
十
六
富
貴
ニ
生
レ
テ
征
陳
ノ
苦
ヲ
甘
ン
ズ
ル
人

二
十
七
富
貴
ニ
生
レ
テ
有
名
ノ
学
士
ト
ナ
レ
ル
人

(
中
略
)

ウ
オ

1
グ
ウ
ヲ
l
ス

ト

ー

ク

ヴ

イ

l
ル

三
十
二
嵩
図
嵩
士
ノ
論
井
ニ
多
克
未
爾
ノ
事

ト
ー
ク
ヴ
イ

1
ル

三
十
三
多
克
未
爾
他
人
ヨ
リ
助
ケ
ヲ
得
タ
ル
事
ヲ
招
認
ス
ル
事

三
十
四
人
ハ
自
己
ノ
身
ヲ
以
テ
第
一
ノ
智
子
ト
ナ
ス
ベ
シ
」

対
し
て
、
古
城
訳
の
目
次
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
第
一
章
白
か
ら
助
く
る
こ
と

国
民
と
し
て
も
個
人
と
し
て
も

白
か
ら
助
く
る
精
神
|
|
制
度
と
人
|
|
政
府
は
国
民
の
個
性
を

反
映
す
!
|
帝
王
神
権
説
と
自
助
|
|
ウ
ヰ
リ
ア
ム
・
ダ

l
ガ
ン
の

独
立
論
|
|
(
中
略
)
|
|
有
用
顕
貴
の
人
物
と
成
る
に
は
勤
勉
が

肝
要
l

l富
豪
だ
と
て
必
し
も
怠
惰
で
な
い
|
|
其
実
例
|
|
(
中

略
)
|
|
ウ
オ
l
ヅ
ウ
オ

l
ス
の
自
信
論
1
1
1
ド
・
ト
ク
ヱ
ヴ
ヰ
ユ

ー
ー
ー
最
も
有
力
な
補
助
者
は
自
分
自
身
で
あ
る
。
」

原
書
の
目
次
小
見
出
し
と
正
直
の
小
見
出
し
と
は
、
必
ず
し
も
同

一
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
対
比
し
て
み
る
と
、
正
直
の

論
脈
整
序
や
小
見
出
し
仕
立
の
本
文
組
み
な
ど
は
、
際
立
っ
て
く
る
。

六五

第
三
の
違
い
は
、
正
直
の
施
し
た
周
到
な
語
釈
へ
の
配
慮
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
正
直
訳
は
、
明
治
初
期
、
よ
く
行
わ
れ
た
、
い
わ

ゆ
る
文
選
読
み
を
行
っ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
使
用
し
た
漢
語
訳
が

難
解
と
見
る
や
、
そ
の
右
に
読
み
の
ル
ビ
を
、
左
に
意
味
の
ル
ピ
を

施
し
て
い
る
。
更
に
、
事
に
応
じ
て
、
人
物
や
事
項
の
説
明
を
頭
注

に
記
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
明
ら
か
に
、
直
訳
を
志
し
た
古
城
と

違
う
語
感
覚
や
翻
訳
に
対
す
る
姿
勢
が
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一
編
の

第
三
節
冒
頭
か
ら
少
し
引
い
て
対
比
し
て
み
よ
う
。

正
直
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
三
国
政
ハ
人
民
ノ
光
ノ
返
照
ナ
リ

邦
国
ノ
政
事
ハ
、
特
ニ
人
民
各
自
一
己
(
メ
イ
メ
イ
ヒ
ト
リ
ヒ
ト
リ
)

ノ
モ
ノ
会
集
(
ア
ツ
マ
リ
)
シ
テ
放
ト
コ
ロ
ノ
回
光
返
照
(
カ
へ
リ

ウ
ツ
ル
ヒ
カ
リ
)
ナ
リ
、
蓋
シ
人
民
ハ
政
事
ノ
実
体
(
ホ
ン
タ
イ
)
ニ

シ
テ
、
政
事
ハ
人
民
ノ
虚
影
(
ム
ナ
シ
キ
カ
ゲ
)
ナ
リ
、
讐
パ
コ
、

ニ
一
国
ア
リ
テ
、
人
民
ノ
品
行
(
ギ
オ
ウ
ジ
ヤ
ウ
)
劣
悪
(
ヲ
ト
リ
テ

ア
シ
キ
)
ナ
レ
パ
、
一
時
ソ
ノ
政
事
優
美
(
ケ
ツ
コ
ウ
)
ナ
リ
ト
モ
、

幾
何
モ
ナ
ク
シ
テ
、
ソ
ノ
政
事
必
ズ
退
ゾ
キ
下
リ
テ
人
民
同
等
(
オ

ナ
ジ
ホ
ド
)
ノ
位
ニ
至
ル
ベ
シ
、
」

左
ル
ビ
は
読
者
の
、
学
の
有
無
や
老
幼
の
い
ず
れ
に
も
耐
え
ら
れ

る
。
古
城
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
一
の
国
民
を
支
配
す
る
政
府
は
、
畢
寛
其
分
子
た
る
個
人
個
人

の
反
映
と
見
て
差
支
無
い
。
人
民
よ
り
も
進
ん
だ
政
府
は
、
人
民
と

同
等
の
程
度
に
引
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を
免
れ
ぬ
」



口
語
体
と
し
て
は
、
古
城
訳
が
読
み
易
い
が
、
正
直
訳
に
啓
蒙
性

に
富
む
と
こ
ろ
が
あ
る
。
文
章
も
正
直
訳
の
方
に
格
調
と
リ
ズ
ム
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
試
み
に
、
今
一
例
、
終
り
に
近
い
第
十
二
編
第

一
節
の
冒
頭
部
を
挙
げ
て
み
る
。

「
一
家
裡
ノ
教
化
最
モ
緊
要
ナ
ル
事
、

井
ビ
ニ
家
国
同
一
ナ
ル

事好
キ
儀
範
(
ギ
ヨ
ウ
ジ
ヨ
ウ
ノ
テ
ホ
ン
)
ハ
、
舌
ナ
ク
シ
テ
甚
ダ
勢

力
ア
ル
ノ
教
師
ト
称
ス
ベ
シ
、
蓋
シ
人
生
実
際
ノ
学
問
ハ
、
行
為

(
シ
ワ
ザ
)
ノ
上
ニ
在
リ
、
故
ニ
好
キ
儀
範
(
テ
ホ
ン
)
ノ
、
人
ノ

感
移
ス
ル
事
、
言
語
ノ
比
ス
ベ
キ
ニ
非
ズ
、
教
訓
ノ
善
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、

固
ヨ
リ
斤
両
(
メ
カ
タ
)
ア
リ
テ
重
ン
ス
ベ
シ
、
然
レ
ド
モ
儀
範
ノ

ヨ
キ善
モ
ノ
ア
リ
テ
、
コ
レ
ニ
伴
ハ
ザ
レ
パ
、
ソ
ノ
人
ニ
入
ル
事
必
ズ
深

カ
ラ
ズ
、
命
令
(
イ
ヒ
ツ
ケ
)
訓
敷
(
ヲ
シ
へ
)
ハ
、
人
生
ノ
行
ク

ス
ギ

ベ
キ
道
路
ヲ
指
シ
示
ス
ニ
過
ズ
、
好
キ
表
様
(
テ
ホ
ン
)
ヲ
立
ツ
ル

人
ハ
、
コ
レ
ト
親
灸
シ
附
近
ス
ル
モ
ノ
ヲ
シ
テ
、
白
ラ
習
慣
シ
テ

コ
レ
ト
共
ニ
化
セ
シ
ム
ル
ナ
リ
二

「
実
例
は
舌
を
以
て
人
間
に
教
へ
る
も
の
で
は
無
い
が
、
最
も
有

力
な
る
教
師
の
一
人
で
あ
る
。
実
例
は
行
為
を
以
て
す
る
人
類
の
実

践
学
校
で
、
而
も
行
為
よ
り
は
毎
も
必
ず
有
力
で
あ
る
。
訓
言
は
吾

等
に
道
を
示
す
か
、
実
際
五
口
等
を
進
ま
せ
る
も
の
は
、
習
慣
に
よ
っ

て
我
等
を
導
き
、
事
実
に
於
て
吾
々
と
共
に
存
す
る
沈
黙
し
連
続
せ

る
実
例
な
の
で
あ
る
。
」

前
者
が
正
直
訳
、
後
者
が
古
城
訳
で
あ
る
。

正
直
訳
に
あ
る
、
各

編
の
見
出
し
ゃ
左
ル
ビ
に
よ
る
語
釈
の
存
在
は
、
論
の
方
向
や
内
容

を
鮮
か
に
示
し
て
い
る
。
文
体
も
前
者
が
リ
ズ
ム
が
あ
り
口
調
に
た

え
る
。
こ
こ
に
は
、
「
漢
文
調
」
と
い
う
だ
け
で
古
く
な
っ
た
と
言

う
古
城
の
訳
の
方
が
、
逆
に
読
み
難
さ
を
感
じ
た
り
も
す
る
の
で
あ

る
。
明
治
維
新
期
、
昂
揚
し
た
若
者
の
立
志
の
意
識
に
、
こ
の
「
漢

文
」
体
の
も
つ
リ
ズ
ム
と
格
調
は
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
し
、
そ
の
格
謂
は
今
で
も
読
み
に
耐
え
る
も
の
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

次
い
で
は
、
古
城
の
言
う
完
訳
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

古
城
は
「
旧
西
国
立
志
編
」
に
「
略
し
で
あ
っ
た
個
所
」
を
「
悉
く

挿
入
し
」
て
、
「
其
全
篇
を
移
植
し
た
」
と
言
う
。
正
直
は
何
を
略

し
て
訳
し
た
の
か
、
そ
れ
は
何
故
か
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

の
か
。た
め
に
、
先
に
、
全
十
三
編
(
章
)
に
分
か
れ
る
こ
の
書
の
訳
出

の
且
一
塁
関
係
に
つ
い
て
大
略
、
眺
め
て
み
た
。
そ
れ
が
次
表
で
あ
る
。

「
其
全
篇
」
を
「
移
植
」
し
た
と
い
う
古
城
訳
を
基
準
に
、
そ
の

量
関
係
を
比
べ
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
幾
つ
か
の
違
い
が
生
じ
て
い

る
。
も
し
と
も
に
、
原
書
に
忠
実
に
訳
し
た
の
で
あ
る
な
ら
、
各
編

(
章
)
の
量
関
係
の
比
率
は
ほ
ぼ
同
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
正
直
訳
に
各
編
小
見
出
し
の
節
が
あ
る
こ
と
は
先
に
記
し
た
が
、
今
は



中
村
正
直
訳

栗
原
古
城
訳

量
差
%

編章
内

生
日
明't 
小
見
出
し

量
関
係

小
見
出
し

量
関
係

(
多
い
も
の
)

(
項
目
)

頁
量
%
 
(
目
次
の
み
)

頁
量
%
 
正
直
古
城

白
助

34 
1
 '~
4
8
 
48 
9.0 

40 
1
 ~3
6
 
36 
6.3 
2.7 

新
機
器

15 
4
9
~
9
5
 
47 
8.9 

35 
3
7
~
8
7
 
51 
8.9 
。
。

陶
工

4
 

9
7
~
1l

5 
19 
3.6 

28 
8
8
~
1
2
1
 
34 
5.9 

2.3 

四
勤
勉
と
忍
耐

22 
1
1
7
~
1
5
1
 
35 
6.6 

24 
1
2
2
~
1
5
5
 
34 
5.9 
0.7 

五
援

助
36 

1
5
3
~
2
0
3
 
51 
9.6 

36 
1
5
6
~
2
0
3
 
48 
8.4 
l.
2
 

ム/
¥
 
→← 
術
界

16 
2
0
5
~
2
3
6
 
32 
6.0 

41 
2
0
4
~
2
7
2
 
69 
12.1 

6.1 
二五三

七
勤
勉
と
貴
族

6
 

2
3
7
~
2
4
9
 
13 
2.4 

15 
2
7
3
~
3
0
2
 
30 
5.2 

2.8 

J
¥
 
剛

毅
27 

2
5
1
~
2
9
8
 
48 
9.0 

33 
3
0
3
~
3
6
0
 
58 
10.1 

l.
1
 

九
実
務
家

:¥2 
2
9
9
~
:
\
4
6
 
48 
9.0 

42 
3
6
1
~
3
9
7
 
37 
6.5 
2.5 

十
金

銭
28 

3
4
7
~
3
8
2
 
36 
6.8 

38 
3
9
8
~
4
3
2
 
35 
6.1 
0.7 

十
自

修
43 

3
8
3
~
4
4
9
 
67 
12.6 

51 
4
3
:
3
~
4
9
8
 
66 
11.5 

l.
1
 

十
儀

範
20 

4
5
1
~
4
8
5
 
35 
6.6 

25 
4
9
9
~
5
3
0
 
32 
5.6 
1.
0
 

十
口口
口

行
41 

4
8
7
~
5
3
8
 
52 
9.8 

41 
5
3
1
~
5
7
2
 
42 
7.3 
2.5 

言十
324 

531 
449 

572 
(8) 
(4) 

(中村訳は、博文館版〈明幻・7、大2・8三十版〉によった。)



こ
れ
も
内
容
量
の
中
に
入
れ
て
考
え
た
)
。
差
異
の
原
因
は
、
古
城
の

言
う
よ
う
に
、
正
直
訳
の
方
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
違
い

の
内
実
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
た
い
。

表
示
し
た
よ
う
に
、
二
つ
の
量
関
係
を
比
べ
て
、
明
ら
か
に
違
い

が
あ
る
編
、
章
に
つ
い
て
見
る
な
ら
、
正
直
訳
に
多
い
も
の
は
、
第

一
編
「
自
助
」
、
第
四
編
「
勤
勉
と
忍
耐
」
、
第
五
編
「
援
助
」
、
第

九
編
「
実
務
家
」
、
第
十
編
「
金
銭
」
、
第
十
一
編
「
自
修
」
、
「
第
十

二
編
「
儀
範
」
、
第
十
三
編
「
品
行
」
の
八
編
で
あ
り
、
古
城
訳
の

方
が
多
い
の
は
、
第
三
章
「
三
陶
工
」
、
第
六
章
「
芸
術
界
」
、
第
七

章
「
勤
勉
と
貴
族
」
、
第
八
章
「
剛
毅
」
の
四
章
で
、
第
二
一
編
「
新

機
器
」
は
等
し
い
。
そ
の
中
、
際
立
っ
て
正
直
訳
に
少
な
い
の
が
、

第
三
、
第
六
編
、
す
な
わ
ち
芸
術
関
係
で
あ
り
、
逆
に
、
第
一
編

「
自
助
」
、
第
九
編
「
実
務
家
」
、
第
十
三
編
「
品
行
」
な
ど
が
多
い
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
す
で
に
早
く
施
さ
れ
た
中
村
正
直
の
意
図
が
見
て

と
れ
る
気
も
す
る
。
意
図
的
と
い
う
よ
り
、
潜
在
的
な
も
の
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
違
い
は
、
す
な
わ
ち
、
維
新
後
の
新
し

き
国
づ
く
り
に
正
直
が
ま
ず
必
要
と
考
え
た
の
は
、
自
助
の
心
と
品

行
、
そ
し
て
そ
の
実
務
実
行
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
対
し
て
、

文
化
や
芸
術
的
教
養
な
ど
は
、
次
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、

い
か
に
も
正
直
ら
し
さ
を
思
わ
せ
る
の
は
、
第
二
一
嗣
「
新
機
器
」
な

ど
の
科
学
、
工
業
関
係
に
あ
ま
り
力
を
注
い
で
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。
と
り
わ
け
で
力
を
省
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
よ
り
問

題
に
し
た
か
っ
た
の
が
、
「
克
己
」
や
「
道
義
」
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
〉
つ
c

少
し
そ
の
具
体
を
追
う
。
ま
ず
、
第
三
、
六
編
の
省
筆
状
況
に
つ

い
て
。
第
三
編
「
一
二
大
陶
工
」
で
は
何
を
ど
う
省
い
て
い
た
か
、
大

略
比
較
す
る
と
、
一
二
人
の
陶
工
を
紹
介
し
た
大
き
な
筋
立
て
は
変
わ

ら
な
い
、
し
か
し
、
そ
こ
に
加
え
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
陶
工
史
や

他
の
個
々
の
陶
工
達
の
名
、
そ
の
業
歴
な
ど
、
論
の
厚
み
の
あ
る
と

こ
ろ
を
思
い
き
っ
て
削
い
で
い
る
。
明
ら
か
に
、
そ
う
い
っ
た
芸
術

的
成
果
等
へ
の
関
心
の
乏
し
さ
が
あ
る
。
そ
こ
で
の
関
心
は
あ
く
ま

で
、
彼
ら
が
い
か
に
勤
勉
に
功
を
な
し
た
か
、
個
々
の
自
修
、
克
己

の
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
三
章
の
タ
イ
ト
ル
脇
に
配
さ
れ
た
次
の

よ
う
な
一
文
は
正
直
訳
に
は
省
か
れ
て
い
る
。

エ
ナ
メ
ル

「
美
し
く
白
い
色
の
湖
薬
を
つ
け
た
陶
器
を
示
さ
れ
た
の
は
二
十

五
年
も
昔
の
こ
と
で
し
た
其
時
私
は
粘
土
に
関
す
る
知
識
は
皆
無

ほ
う
ろ
う

と
云
ふ
程
で
し
た
が
、
其
以
来
閣
を
求
む
る
人
の
如
く
熱
心
に
球
部

し
つ質
の
研
究
に
従
事
し
ま
し
た
。
ベ
ル
ナ
1
ル
・
パ
リ
ツ
シ

l
」

美
の
価
値
へ
の
関
心
は
乏
し
い
。

よ
り
は
っ
き
り
削
除
が
見
ら
れ
る
の
は
、
第
六
編
「
芸
業
ヲ
勉
修

ス
ル
人
ヲ
論
ズ
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
削
除
さ
れ
た
大
要
は
、
一
つ
に

芸
術
家
の
具
体
的
な
創
作
小
挿
話
類
で
あ
り
、
次
い
で
は
、
個
々
の

努
力
話
で
な
く
、
天
成
持
っ
て
い
た
才
能
を
開
花
し
て
い
く
と
い
っ

た
才
能
重
視
の
例
話
類
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
六
編
、
第
五
節
か
六

節
の
あ
た
り
に
入
る
べ
き
で
あ
っ
た
「
リ
チ
ャ

l
ド
・
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
」

の
伝
記
な
ど
全
部
省
か
れ
て
い
る
。
幼
少
よ
り
絵
画
の
才
あ
り
、
一



日
、
画
家
ヅ
カ
レ
リ
を
訪
い
、
待
つ
聞
の
退
屈
さ
に
「
其
室
の
窓
か

ら
見
え
る
景
色
」
を
写
生
、
ヅ
カ
レ
リ
そ
れ
を
見
て
そ
の
才
に
驚
き
、

「
風
景
画
」
を
す
、
め
る
、
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
そ
れ
を
聞
き
入
れ
、
熱
心

に
勉
励
、
つ
い
に
「
英
国
第
一
流
の
風
景
画
家
と
成
っ
た
」
と
い
っ

た
よ
う
な
、
才
能
に
重
点
を
お
い
た
挿
話
類
が
削
ら
れ
て
い
る
。
才

よ
り
も
「
勤
勉
」
や
不
屈
の
努
力
を
重
ん
じ
た
傾
き
が
あ
る
。
ま
た
、

芸
術
論
や
芸
術
そ
の
も
の
の
描
出
を
削
り
、
更
に
は
、
「
建
築
家
」

関
係
の
例
話
類
も
削
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
外
な
る
削
除
に
対
し
て
、
内
的
な
意
味
づ
け
や
解
説

に
変
化
を
加
え
た
も
の
も
あ
る
。
少
し
際
立
っ
た
変
化
が
あ
る
の
が
、

有
名
な
、
第
十
一
編
「
二
十
四
稗
宮
小
説
ノ
宝
こ
で
あ
る
。
正
直

は
、
こ
の
項
目
を
取
り
立
て
、
「
稗
官
小
説
」
、
い
わ
ば
通
俗
小
説
的

な
も
の
を
厳
し
く
論
難
し
て
い
る
。
古
城
訳
の
そ
の
部
分
と
そ
の
論

調
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
正
直
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
二
十
四
稗
官
小
説
ノ
害

稗
官
小
説
ハ
、
人
ノ
戯
笑
ニ
供
シ
、
ソ
ノ
心
志
ヲ
蕩
散
(
ト
ラ
カ
シ

チ
ラ
ス
)
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
教
養
ノ
事
ヲ
械
事
、
コ
レ
ヨ
リ
、
甚

シ
キ
ハ
ナ
シ
、
今
世
一
一
、
カ
ク
ノ
如
キ
書
ヲ
著
ハ
ス
モ
ノ
ア
リ
テ
、

時
人
ノ
好
ニ
投
ゼ
ン
ト
欲
シ
、
卑
俗
ヲ
嫌
ハ
ズ
階
謹
(
オ
ド
ケ
)
ヲ

避
ケ
ズ
、
人
倫
ノ
法
ヲ
破
リ
、
上
帝
ノ
律
(
オ
キ
テ
)
ヲ
慢
ル
コ
ト
、

イ

ト

ニ

ク

ジ

ヨ

シ

ス

タ

ー

リ

ン

グ

真
ニ
厭
ヒ
悪
ム
ベ
キ
ナ
リ
、
(
中
略
)
潤
o
斯
大
林
マ
夕
日
ク
、
稗
官

小
説
、
遍
ク
世
人
ヲ
害
シ
就
中
(
ト
リ
ワ
ケ
)
心
志
未
ダ
定
マ
ラ
ザ
ル

人
ヲ
害
ス
ル
事
、
疫
癌
ヨ
リ
モ
甚
シ
、
恰
モ
水
ヲ
臭
壊
(
ク
サ
ラ
ス
)
ス

ル
悪
虫
ノ
、
飲
ム
者
ヲ
病
マ
シ
ム
ル
ニ
似
タ
リ
ト
云
へ
リ
L

古
城
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
教
育
を
汚
辱
す
る
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
之
を
以
て
智
力
上
の
放
蕩

と
為
し
、
娯
楽
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
今
の
時
代
に
は
此
悪
趣
味
に
迎

合
す
る
人
は
頗
る
多
い
。
今
日
の
俗
文
学
に
色
々
な
形
で
現
は
れ
て
ゐ
る

軽
銚
な
刺
激
的
な
調
子
は
、
殆
ん
ど
正
気
で
な
い
と
思
は
れ
る
程
に
歓
迎

さ
れ
て
ゐ
る
。
斯
の
如
き
公
衆
の
趣
味
に
迎
合
す
る
に
は
、
坊
聞
の
書
籍

や
雑
誌
は
、
自
然
に
刺
戟
を
多
く
し
、
日
当
り
を
善
く
し
、
滑
稽
を
加
へ

て
、
野
卑
な
言
語
を
も
排
斥
せ
ず
、
人
間
の
法
則
も
神
の
法
則
も
之
を
無

視
す
る
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
中
略
)
ジ
オ
ン
・
ス
タ
ア
リ

ン
グ
も
亦
同
一
の
精
神
で
斯
う
述
べ
て
ゐ
る
。
「
雑
誌
や
小
説
は
、

現
代
の
総
て
の
人
間
に
対
し
て
然
う
だ
が
、
殊
に
精
神
の
未
だ
定
ま

ら
ず
、
或
は
精
神
の
こ
れ
か
ら
出
来
掛
ら
う
と
云
ふ
人
々
に
対
し
て

は
、
挨
及
の
熱
病
と
同
じ
役
目
を
果
し
、
又
は
飲
料
水
を
腐
敗
さ
せ

た
り
、
室
内
を
犯
し
た
り
す
る
毒
虫
の
や
う
な
働
き
を
す
る
も
の
で

あ
る
』
と
。
」

少
し
長
く
な
っ
た
が
、
正
直
の
芸
術
観
、
そ
し
て
遊
惰
な
る
文
辞

拒
否
の
姿
勢
が
こ
こ
に
あ
る
。
古
城
訳
の
前
半
で
わ
か
る
よ
う
に
、

こ
れ
は
教
育
論
の
一
部
で
あ
っ
た
。
正
直
は
そ
れ
を
、
「
稗
官
小
説

ノ
害
」
と
、
一
つ
の
特
立
事
項
に
仕
立
て
あ
げ
て
い
る
。
古
城
訳

「
精
神
の
こ
れ
か
ら
出
来
掛
ら
う
と
云
ふ
人
々
」
を
対
象
と
す
る
の

に
対
し
て
、
正
直
は
「
遍
ク
世
人
ヲ
害
シ
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



四

逆
に
、
正
直
訳
の
方
が
量
的
に
多
い
も
の
、
あ
る
い
は
、
正
直
に

よ
っ
て
意
訳
さ
れ
た
も
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

正
直
訳
に
お
い
て
、
特
別
に
加
え
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。
前
記
の
よ
う
に
、
各
編
の
小
見
出
し
の
量
の
多
い
も
の

が
、
必
然
的
に
量
が
増
え
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

し
か
し
、
実
は
、
古
城
訳
に
な
い
こ
の
各
編
に
お
け
る
小
見
出
し

群
が
、
正
直
の
重
要
な
意
志
の
現
わ
れ
で
も
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
大
き
く
二
つ
の
仕
事
を
な
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
一
つ
は
、
こ
れ
ら
が
、
こ
の
立
志
に
か
か
わ
る
テ
キ

ス
ト
の
索
引
の
役
目
を
果
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
読
者
は
、

自
ら
の
志
に
あ
わ
せ
、
適
宜
、
そ
の
欲
す
る
所
を
読
む
。
志
向
す
る

思
想
、
道
徳
、
倫
理
、
志
向
す
る
職
種
や
ジ
ャ
ン
ル
、
志
向
す
る
業

種
や
志
の
あ
り
か
に
応
じ
て
、
随
時
、
引
き
出
し
て
読
め
る
の
で
あ

る
、
見
事
な
編
成
と
言
え
る
。
今
一
つ
は
、
そ
の
小
見
出
し
そ
の
も

の
が
、
一
つ
の
格
言
の
役
目
を
果
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
文
全
て
を
読
む
必
要
は
な
い
、
そ
の
小
見
出
し
の
目
次
を
随
時
読

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
志
の
あ
り
か
や
克
己
の
あ
り
か
、
方
法
な
ど
が

解
か
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
第
十
三
編
品
行
ヲ
論
ズ
、
即
チ

真
正
ノ
君
子
ヲ
論
ズ
」
の
中
よ
り
、
摘
記
す
る
な
ら
、
次
の
よ
う
で

あ
る
。「一

モ
テ

品
行
ハ
人
ノ
有
ル
最
貴
ナ
ル
物
」
、
「
四

品
行
ハ
勢
力
ナ

リ
」
、
「
六
人
皆
品
行
ヲ
修
メ
善
ク
ス
ル
事
ヲ
目
的
ト
為
ス
ベ
シ
」
、

「
八
真
実
ハ
品
行
ノ
骨
子
」
、
「
十
五
他
人
ヲ
待
ス
ル
ニ
温
和
ニ

シ
テ
礼
ア
ル
ベ
キ
事
」
、
「
十
七
中
心
ノ
忠
愛
、
外
貌
ノ
礼
儀
」
、

「
一
ニ
十
八
君
子
ハ
己
ヨ
リ
弱
キ
モ
ノ
ヲ
凌
虐
セ
ズ
」
、
「
三
十
九

君
子
ハ
人
ニ
恩
恵
ヲ
施
セ
ド
モ
徳
色
ナ
シ
」
、
「
四
十
君
子
ハ
己
ヲ

棄
テ
人
ニ
譲
ル
事
」
な
ど
な
ど
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
は
格
言
と
し
て
立
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
読
者
は
、
己
れ
の
生
の
糧
と
し
て
読
ん
だ
で
あ

ろ
う
。
正
直
訳
の
量
的
な
ふ
く
ら
み
の
内
因
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。

量
の
問
題
と
は
少
し
そ
れ
る
が
、
意
訳
に
か
か
わ
り
つ
け
そ
え
た

い
の
が
、
正
直
の
訳
語
と
そ
の
内
実
に
一
つ
の
方
向
が
見
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
に
引
い
た
、
第
一
編
「
三
国
政
ハ
人
民

ノ
光
ノ
返
照
ナ
リ
」
の
末
尾
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
邦
国
ハ
、
特
ニ
人
民
各
自
一
箇
(
メ
イ
メ
イ
ヒ
ト
ツ
)
ノ
モ
ノ
〉

イ
ハ
ユ
ル

合
併
セ
ル
総
名
ナ
レ
パ
、
所
謂
、
開
化
(
ヒ
ラ
ケ
)
文
明
ト
云
フ
モ

ノ
ハ
、
他
ナ
シ
、
ソ
ノ
国
ノ
人
民
男
女
老
少
、
各
自
ニ
品
行
(
ギ
ヤ

ウ
ジ
ヤ
ウ
)
ヲ
正
ク
シ
、
職
業
(
カ
ゲ
フ
)
ヲ
勉
メ
、
芸
事
(
ゲ
イ
ジ

ヨ
ク

ユ
ツ
)
ヲ
修
メ
善
ス
ル
モ
ノ
、
合
集
(
ヒ
ト
ツ
ニ
マ
ト
マ
リ
)
シ
テ
開

化
(
ヒ
ラ
ケ
)
文
明
ト
ナ
ル
事
ナ
リ
、
」

対
し
て
、
そ
の
個
所
の
古
城
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
即
ち
最
高
の
愛
国
心
と
か
慈
悲
と
か
云
ふ
も
の
は
、
法
律
を
変

更
し
た
り
、
制
度
を
改
新
し
た
り
す
る
こ
と
よ
り
も
、
寧
ろ
人
々
を

し
て
、
其
独
立
不
麗
な
個
人
的
行
為
に
よ
り
て
自
分
自
身
を
向
上
進

歩
せ
し
む
る
や
う
に
傍
か
ら
補
助
と
刺
戟
と
を
与
へ
る
こ
と
で
あ



る。」明
ら
か
に
、
正
直
訳
に
は
、
日
本
の
開
化
、
開
明
を
志
す
正
直
の

心
が
あ
る
。
「
愛
国
心
」
の
問
題
を
「
開
化
文
明
」
と
時
の
問
題
に

切
り
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
一
例
、
第
一
編
「
八
英
人
自
ラ

助
ク
ル
ノ
精
神
ア
ル
事
」
か
ら
、
そ
の
末
尾
の
一
部
を
引
く
。

「
且
ツ
人
民
ノ
生
涯
モ
、
マ
タ
歩
卒
ノ
戦
闘
(
タ
タ
カ
イ
)
ニ
比

ス
(
ク
ラ
ブ
)
ベ
シ
、
ソ
ノ
姓
名
伝
ハ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
イ
へ
ド
モ
、

伝
記
(
カ
キ
モ
ノ
)
ニ
名
ヲ
留
ム
ル
大
人
豪
傑
ト
、
共
ニ
世
ノ
開
化

(
ヒ
ラ
ク
)
文
明
ノ
上
進
(
ス
ス
ミ
ユ
キ
)
ヲ
助
ル
事
、
甚
ダ
多
キ

ナ
リ
、
」「
き
れ
ば
伝
記
も
何
も
書
か
れ
な
い
多
数
の
人
々
も
、
歴
史
の
上

に
其
名
の
輝
い
て
ゐ
る
好
運
な
偉
人
と
同
様
に
、
文
明
と
進
歩
と
の

上
に
多
大
の
影
響
を
与
へ
た
訳
で
あ
る
。
」

後
者
古
城
訳
の
「
文
明
と
進
歩
」
が
、
前
者
の
正
直
訳
で
は
「
開

化
文
明
」
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
と
明
治
初
期
と
の
意
識
の
位
相
で

あ
ろ
う
か
。
右
に
つ
づ
く
一
節
は
、
よ
り
そ
れ
を
物
語
る
。

「
至
微
至
賎
ノ
民
ト
雄
ド
モ
、
ソ
ノ
職
事
ニ
勉
強
シ
、
平
生
ノ
為

ス
ル
ト
コ
ロ
、
正
直
、
忠
厚
、
節
廉
ニ
シ
テ
、
他
人
ノ
儀
表
(
テ
ホ

ン
)
ト
ナ
レ
パ
、
ソ
ノ
国
ノ
治
化
ヲ
禅
ル
コ
ト
、
独
リ
当
世
ノ
ミ
ナ

ラ
ズ
、
後
代
ニ
マ
デ
モ
及
プ
ベ
シ
、
」
(
正
直
訳
)

「
卑
賎
な
人
で
も
勤
勉
と
真
面
目
と
正
直
と
の
模
範
を
其
同
胞
の

タ
ダ

前
に
供
し
た
な
ら
ば
、
菅
に
現
在
の
み
な
ら
ず
、
将
来
永
く
国
家
の

福
祉
に
貢
献
す
る
の
で
あ
る
よ
(
古
城
訳
)

「
国
ノ
治
化
」
と
「
国
家
の
福
祉
」
と
い
っ
た
、
そ
の
論
の
志
向

す
る
と
こ
ろ
、
一
見
、
違
い
は
僅
か
の
よ
う
で
、
実
は
意
識
も
内
包

す
る
と
こ
ろ
も
大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
逐
語
訳
を
志

す
古
城
と
、
開
化
、
開
明
を
志
す
正
直
と
の
違
い
と
も
言
え
る
。

五

か
く
対
比
し
て
み
る
と
、
正
直
訳
の
「
西
国
立
志
編
」
の
姿
形
が

際
立
っ
て
く
る
思
い
が
す
る
。
正
直
は
、
必
ず
し
も
、
芸
術
を
否
定

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
柳
田
泉
氏
は
、
「
西
国
立
志
編
」
中
、

多
く
の
「
西
洋
文
学
殊
に
英
国
文
学
の
知
識
」
が
こ
の
書
と
共
に
か

な
り
豊
富
に
移
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
こ
の
点
か
ら
だ
け
で
も
、

『
立
志
編
』
の
貢
献
は
相
当
重
要
で
あ
る
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
そ
の
功
に
大
な
る
も
の
は
あ
る
。
し
か
し
、
若
き
明
治
を

領
導
し
た
こ
の
書
に
、
す
で
に
早
く
、
原
書
の
中
村
正
直
な
り
に
の

改
変
、
方
向
づ
け
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
書
の
深
甚
な
る
影
響
を

考
え
る
と
き
、
心
改
ま
る
思
い
が
し
た
り
も
す
る
。
ス
マ
イ
ル
ス
の

言
う
自
主
自
助
の
意
の
直
叙
が
、
と
り
わ
け
、
そ
の
当
時
、
必
要
で

は
な
か
っ
た
か
。

こ
の
書
の
、
後
代
へ
の
影
響
、
そ
し
て
、
こ
の
書
の
当
時
捉
え
ら

れ
て
い
た
性
格
を
現
す
一
例
を
、
最
後
に
挙
げ
て
お
く
。
巌
谷
小
波

「
当
世
少
年
気
質
」
(
明
田
・

1
)

の
中
の
一
話
で
あ
る
。
海
野
小

太
郎
は
書
が
巧
み
、
「
神
童
」
と
称
せ
ら
れ
る
。
両
親
も
喜
び
、
有



名
な
書
家
を
師
に
求
め
修
業
さ
せ
る
。
小
太
郎
ゃ
、
慢
心
に
な
る
。

貴
族
院
議
員
高
山
、
あ
る
日
、
呼
び
て
書
を
か
か
す
が
、
書
き
あ
げ

た
も
の
を
拒
否
、
「
書
家
」
も
よ
い
が
「
堂
々
た
る
男
子
」
、
も
っ
と

「
気
の
利
い
た
事
」
を
し
て
「
天
下
の
為
に
」
尽
く
せ
と
厳
し
く
諭

す
。
小
太
郎
、
改
心
の
心
を
示
す
に
及
び
、
次
の
よ
う
に
終
わ
る
。

わ
し

「
《
ウ
ン
、
流
石
!
そ
れ
で
こ
そ
神
童
ぢ
や
。
私
の
云
ふ
こ
と

わ

し

ゃ

が
解
っ
た
ら
、
印
材
の
代
り
に
私
が
遣
る
物
が
あ
る
。
》

ゃ
う
と
U

云
ひ
な
が
ら
立
上
り
、
書
棚
の
隅
か
ら
洋
綴
の
本
を
取
り
出
し
て
、

小
太
郎
の
前
へ
置
い
た
を
。
頂
い
て
其
端
を
見
る
と
、
黒
革
に
金
字

で
|
|
「
西
国
立
志
編
』
」

少
年
の
芸
道
へ
の
道
を
拒
否
、
改
心
し
た
志
の
あ
り
か
を
祝
し
、

「
西
国
立
志
編
」
を
贈
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
正
直
の
心
の
余
映
も

あ
っ
た
か
。
「
西
国
立
志
編
」
が
、
維
新
後
、
読
ま
れ
続
け
た
主
因

の
一
つ
は
そ
こ
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
志
は
社
会
的
出
世
に
あ

る
も
、
そ
こ
に
自
ら
な
る
枠
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
夜
屈
は
や
露
の
西
国
立
志
編
」
(
大
H
・
日
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
)

川
端
茅
舎
の
句
。
大
正
も
末
年
、
夜
屈
で
古
書
を
売
る
の
は
、
夢

を
追
う
若
者
か
、
そ
れ
と
も
、
志
を
果
さ
な
か
っ
た
老
人
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
の
時
の
「
西
国
立
志
編
」
の
役
割
は
。
露
と
は
。

注(1
)
悲
哀
を
例
え
ば
、
国
木
田
独
歩
「
富
岡
先
生
」
(
明
白
・

7
)
な

ど
に
見
る
。
ま
た
、
平
岡
敏
夫
氏
「
あ
る
属
吏
の
命
運
|
北
村
快

蔵
の
非
職
と
透
谷
|
」
(
昭
臼
・

3
『
文
学
』
)
な
ど
が
、
そ
う
い
っ

た
世
界
を
追
っ
た
一
例
で
あ
る
。

(
2
)
対
し
て
、
福
沢
諭
吉
「
西
洋
事
情
」
、
内
田
正
雄
「
輿
地
誌
略
L

、

正
直
の
「
西
国
立
志
編
」
を
「
明
治
の
三
書
」
と
し
て
、
明
治
初

期
を
代
表
す
る
も
あ
る
(
柳
田
泉
『
西
国
立
志
編
』
解
説
〈
昭
日
・

7

冨
山
一
房
〉
な
ど
)
。
『
西
国
立
志
編
』
は
い
ず
れ
へ
も
入
る
。

(
3
)
成
立
に
つ
い
て
、
大
久
保
利
謙
氏
「
中
村
敬
宇
の
初
期
洋
学
思
想

と
『
西
国
立
志
編
』
の
訳
述
及
び
刊
行
に
つ
い
て
|
若
干
の
新
史

料
の
紹
介
と
そ
の
検
討
!
」
(
昭
4
・
1

「
史
苑
』
)
が
詳
し
い
。

参
照
。

(
4
)
す
で
に
早
く
、
柳
田
泉
氏
は
「
た
立
の
翻
訳
と
い
は
ん
よ
り
、
敬

字
が
ス
マ
イ
ル
ズ
の
原
書
を
か
り
で
日
本
の
書
物
に
作
り
直
し
た

も
の
だ
と
い
っ
た
方
が
よ
い
。
」
(
注
2
柳
田
解
説
)
と
記
し
て
い
る
。

(
5
)
藤
原
逗
氏
に
、
他
訳
と
の
比
較
、
「
西
国
立
志
編
」
原
書
と
の
比

較
等
、
精
細
な
論
が
あ
る
。
「
日
本
に
お
け
る

ω
ω
自
己

g
『自

助
論
』
受
容
の
思
想
史
的
研
究

(
I
)
1
(
W
)
」
(
昭
町
・
口
、

開・

7
、
日
・

6
、

ω
・
6
「
ア
ル
テ
ス
リ
ベ
ラ
レ
ス
』
)
参
照
。

(
6
)
前
記
注
5
藤
原
逗
氏
の
論
(
特
に

(H))
に
、
原
書
と
の
対
比

の
表
な
ど
が
あ
る
、
参
照
。

(7)
小
林
雅
宏
氏
「
『
西
国
立
志
編
』
に
お
け
る
ふ
り
が
な
の
使
い
わ

け
」
(
昭
日
・

9

『
専
修
国
文
』
)
に
詳
し
い
論
が
あ
る
。
参
照
。

(
8
)
例
え
ば
、
久
米
邦
武
編
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』

(
明
日

-m)
に
は
、
凄
じ
い
科
学
文
明
等
や
機
械
類
へ
の
注
視

が
あ
る
。
姿
勢
の
違
い
の
大
き
さ
と
言
え
よ
う
か
。

(
9
)
「
三
大
陶
工
」
に
つ
い
て
。
陶
工
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
早
く
戯

作
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
意
味
に
つ
い
て
平
岩
昭
三
氏
「
「
西



そ
の
い
ろ

E
り
と
う
き
の
こ
ふ
ゑ
き

国
立
志
編
』
と
『
其
粉
色
陶
器
交
易
』
の
周
辺
|
明
治
初
期
に
お

げ
る
西
欧
文
化
受
容
の
一
面
に
つ
い
て
|
」
(
昭
必
・
ロ
『
学
術
研

究
』
)
に
詳
し
い
。
正
直
の
姿
勢
と
比
べ
た
と
き
、
輿
深
い
。

(
叩
)
「
稗
官
小
説
」
に
つ
い
て
、
藤
沢
秀
幸
氏
の
、
原
書
と
対
応
し
た

論
が
あ
る
(
「
中
村
正
直
の
文
学
観
1

『
西
国
立
志
編
』
第
十
一
編

二
十
四
を
め
ぐ
っ
て
|
」
〈
平
5
・
ロ
『
清
泉
女
子
大
学
紀
要
』
)
、

参
照
。

(
日
)
前
述
(
注
4
)
参
照
。
あ
わ
せ
て
、
柳
田
泉
氏
に
は
『
明
治
初
期

の
文
学
思
想
上
』
(
昭

ω
・
3

春
秋
社
)
に
も
詳
し
い
言
及
が

あ
る
、
参
照
。
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